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1887 年です。ドイツの生理学者で海洋学者である Victor Hensen
と言う人が命名しました。語源はギリシャ語であり、「さまよい歩く
ように運命づけられているもの」という意味があります。彼は 1889









す。大きさが 0.2～2 ミクロン（1 ミクロン＝千分の 1 ミリ）とい
う超微細なプランクトン（生物顕微鏡で見るのは、工夫が必要）は、
1 リットルの海水の中に 10 億匹ぐらいいます。それよりも一桁大
きいサイズのプランクトン（2～20 ミクロン：生物顕微鏡で観察可）
は、1 リットル中に 100 万匹ぐらいです。さらに、20～200 ミク
13
ロンのものは千匹位、200～2000 ミクロン（すなわち 0.2～2 ミ













や栄養等の条件がよければ、1 日に 1 回（時に 2 回を超える）ほど
分裂をします。この増殖様式はパワフルで、個体数がねずみ算式に
増えていきます。もし、増えた個体が死ぬことなくそのまま存在す
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とつ増えると、魚に届く物質の量は 10 分の 1 に減少します。鎖の
数の増減は魚の生産にとって影響がとても大きいのです。 
 
水産にとって好ましくない例 
 食物網の経路が滞ってしまうと、由々しき事態となります。植物
プランクトンの増殖分が、動物プランクトンに摂餌されないことは
良くあるようです。植物プランクトンは、条件が整えば（光や栄養
等の条件が十分であれば）二分裂増殖を繰り返し、極めて短時間に
増えることが出来ます。その一方で、動物プランクトンの多くは、
世代時間が長く、植物プランクトンの増殖が予期せぬ場合には、そ
の増殖にすぐさま対応し短時間で増えることは出来ません。こんな
時、植物プランクトンの増殖が度を越して赤潮状態になったりしま
す。 
 エサの嗜好も重要です。動物プランクトンが現場海水中に十分に
存在していたとしても、彼らの嗜好が、現場で活発に増殖している
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植物プランクトン種と一致しなければ、物質がうまく転送されませ
ん。こんな時も赤潮が発生したりします。 
 植物プランクトンが摂餌されずに死ぬと（あるいは衰弱すると）、
水柱中を沈降します。そして、海底水深が浅い場合には、海底に堆
積してバクテリアによる分解を受けます。この過程は底質環境を悪
化させます。一般的なバクテリアは、呼吸の際に酸素を消費します
ので、海底付近の溶存酸素濃度を低下させます。貧酸素化あるいは
無酸素化してしまった環境では、酸素がなくても呼吸や有機物分解
が出来る特殊なバクテリア（硫酸塩還元細菌）が活躍し、その代謝
産物として硫化水素を出します。これは猛毒で、貝や底生魚などは
生きていくことが出来ません。 
 
おわりに 
 海を「人体」に、海洋調査を「診察」に、具体的な対策を「治療」
に置き換えてみると実感できるのですが、海洋生態系や海の生産を
健全に保つための我々の能力は、現代はおろか近世の医学・医術レ
ベルにも及ばない、最も初歩的な手探り状態といっても過言ではあ
りません。プランクトンを視点に入れての取り組みは、まだ 100 年
あまりです。日本は海洋国とよばれているものの、プランクトンの
研究者は不足しています。 
 すぐに解決できるような具体的な対策（特効薬）を望む声が大き
いことは理解できるのですが、その副作用を理解せずして実行する
ことはリスクが大きすぎるかもしれません。海にはまだまだ、図鑑
に乗っていない無名のプランクトンが沢山います。そのようなプラ
ンクトンが、どんなエサを食べて、どんな行動をし、どんなライフ
サイクルをおくっているかもちろんわかりません。魚の生産を支え
るプランクトンを地道に研究し、知見を一つ一つ重ねることが、一
番の近道であるような気がします。 
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